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○委員の意見（抜粋） 

【緑と花の学習園】 

・活動を発信する手段（ＳＮＳ等）があるとよい。 

・花の名札があるのは勉強になった。プランターの花も名札があるとよい。 

・活動している人の顔がわかるとよい。 

・活動を知らなかったが、知ってもらう場が環境フェアだと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東向島駅前周辺の寺島なすのプランター】 

・寺島なすなどの江戸野菜が植えられている 

のはよいと思ったが、反対側のプランターは 

枯れており、管理している事業者に働きかけ 

た方がよい。 

・寺島なすをより普及させてほしい。 

 

 

 

【向島百花園】 

・自然を残した庭園となっていてよい。対照的に百樹園はもう少し自然を残し 

てほしい。 

・季節によって違う景色が見られると思うので、また訪問してみたい。 
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【東白鬚公園】 

・広大な敷地の公園があることを知れてよかった。 

人通りが少なく、イベントがあってもよい。 

 

 

 

 

【たもんじ交流農園】 

・虫と植物の両方が生育できる環境づくりが大切である。 

・企業とコラボして屋上も緑化に活用していければよい。 

・農を楽しむ区民が多くいると感じた。より広い農園が創設されたら、多くの

区民が農体験を楽しみ、コミュニティが育まれ、魅力あるまちづくりに発展

していくと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・その他】 

・初めて訪問する場所ばかりだった。区内に魅力的な場所があることを発見し

た。 

・人の顔が見えるような管理が好ましい。 

・大横川親水公園のように緑と水があるとよい。 

・区民も手をかけられる場所があるとよい。 

・向島地区と本所地区を比較すると、圧倒的に向島地区の方が、緑が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
業平公園 わんぱく天国 
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・まちなか緑化のプランターが目立っていなかったので、もっとアピールして

もよい。 

・鉢植え等で区民の意識の高さを感じたが、区民に向けて具体的にどう発信し

ていくかが大事だと思った。 

・種のやり取りで周囲との交流ができる。あっという間に広まっていくのが面

白い効果。 

・路地園芸が盛んであると、空き巣の減少につながる。 

・まちなか緑化については、意識が低い事業者に働きかけることも必要であ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（まとめ） 

今回のフィールドワークで新たに知ったスポットや取組も多く、区民への情

報発信の重要性を改めて認識した。すみだ環境フェア等のイベントや SNS の

活用などどのように情報発信していくかが課題である。 

まちなか緑化については、事業者との連携や働きかけを行っていくことが必

要である。また、人の顔が見える管理、緑や花を通じたコミュニケーションが

あると、緑が豊かになるだけではなく、コミュニティが育まれるなど社会環境

を向上させるメリットもあることを認識した。 

おしなり商店街 十間橋通りまちなか緑化 

東京スカイツリー周辺のハンギングバスケット 

プリメール柳島まちなか緑化 
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② 雨水ネットワーク全国大会 2024 への参加 

区民会議の委員の多くが、「第 14 回雨水ネットワーク全国大会 2024 in す

みだ」に参加した。雨水活用の重要性について再確認するとともに、グリーン

インフラなど緑の維持・育成と雨水活用を組み合わせる事例について多く学ぶ

機会となった。 

特に分科会「雨とネイチャーポジティブ～雨水を活用した都市緑化の可能性」

では、「雨樋プランター」、「たもんじ交流農園」「自分でできる雨庭づくり」な

どの事例が紹介された。 

 

○開催日  令和６年 8 月 3 日（土）及び 4 日（日） 

○場 所  すみだリバーサイドホール、墨田区役所ほか 

○主 催  雨水ネットワーク全国大会 in すみだ実行委員会、墨田区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




